
「
郡
役
所
文
書
」
は
、
明
治
一
一

年
（
一
八
七
八
）
か
ら
大
正
一
五
年

（
一
九
二
六
）
ま
で
県
と
町
村
の
中
間
の

機
関
と
し
て
存
在
し
た
「
郡
役
所
」
が

作
成･

収
受
し
た
文
書
群
で
す
。

明
治
新
政
府
は
、
地
方
制
度
と
し

て
、
県
の
下
に
「
大
区
小
区
制
度
」
と

呼
ば
れ
る
行
政
機
構
を
設
置
し
ま
し

た
が
実
情
に
あ
わ
ず
、
明
治
一
一
年

（
一
八
七
八
）
に
「
郡
区
町
村
編
成
法
」

を
制
定
し
、
神
奈
川
県
に
は
横
浜
区
と

一
四
の
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
、
郡
の
下

に
町
村
が
置
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
四
郡
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
多

摩
三
郡
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）

に
東
京
府
に
移
管
さ
れ
た
た
め
、
神
奈

川
県
の
郡
は
、
久く

良ら

岐き

郡
、
橘た

ち

樹ば
な

郡
、

都つ

筑づ
き

郡
、
三
浦
郡
、
鎌
倉
郡
、
高
座
郡
、

中
郡
、
足
柄
上
郡
、
足
柄
下
郡
、
愛
甲
郡
、

津
久
井
郡
の
一
一
郡
と
な
り
ま
し
た
。

郡
役
所
の
主
要
な
業
務
は
、
町
村
の

監
督
や
県
と
町
村
と
の
調
整
を
行
う
こ

と
で
あ
り
、
特
に
、
開
墾
や
埋
め
立
て

な
ど
土
地
に
関
す
る
許
認
可
等
の
文
書

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
葉
山
の
御
用
邸
に
関
す
る
文

書
や
関
東
大
震
災
時
の
被
害
調
査
や
配

給
に
関
す
る
文
書
も
、
神
奈
川
県
の
近

現
代
史
を
語
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
資

料
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
関
東
大
震
災
、

第
二
次
世
界
大
戦
等
に
よ
り
、
戦
前
の

文
書
は
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

神
奈
川
県
に
と
っ
て
、
戦
前
の
県
行
政

を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

郡
役
所
は
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
設

置
以
降
、
と
り
わ
け
明
治
時
代
に
は
一

定
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
が
、
大
正
時

代
に
な
る
と
、
そ
の
存
廃
の
議
論
が
活

発
に
な
り
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
行
政
整
理
が

課
題
と
な
る
と
と
も
に
、
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
を
背
景
に
町
村
側
か
ら
自
治
権

の
拡
大
の
要
望
が
高
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
結
果
、大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）

に
「
郡
制
廃
止
ニ
関
ス
ル
法
律
」
が
成

立
し
、
神
奈
川
県
で
は
大
正
一
五
年

（
一
九
二
六
）
に
郡
役
所
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、「
郡
役
所
文
書
」
は
、
国
と
県

の
雇
用
対
策
事
業
で
あ
る
「
緊
急
雇
用

創
出
事
業
」
を
活
用
し
て
電
子
デ
ー
タ

化
を
行
っ
て
お
り
、
当
館
の
閲
覧
室
に

設
置
し
て
あ
る
パ
ソ
コ
ン
で
も
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
様
の
閲
覧
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



今
年
度
第
二
回
企
画
展
示
で
は
、
神
奈

川
県
内
に
知
行
地
を
持
つ
旗
本
と
、
そ
の

知
行
地
で
暮
ら
す
領
民
と
の
関
わ
り
を
、

公
文
書
館
に
寄
託
・
寄
贈
さ
れ
た
資
料
か

ら
再
現
し
て
み
ま
し
た
。

今
回
展
示
に
使
用
し
た
資
料
か
ら
、
二

点
を
紹
介
し
ま
す
。
一
点
は
「
武
蔵
国
都

筑
郡
白
根
村
の
村
絵
図
（
左
上
）
で
、
こ

の
絵
図
が
右
側
と
左
側
が
二
つ
の
別
々
の

資
料
と
し
て
整
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
資
料
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
一
枚
の
村
絵
図
で
あ
る
こ

と
が
展
示
の
準
備
中
に
判
明
、
リ
ー
フ

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
修
復
の
一
種
で
、
漉

き
嵌
め
法
）
を
施
し
、
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た

十
枚
の
紙
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
完
成
し

た
姿
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
う
一
点
は
「
旗
本
服
部
長
門
守
常
純

直
筆
の
書
（
左
下
）」
で
す
。
彼
は
二
丸

留
守
居
、
講
武
所
頭
取
等
を
歴
任
し
、
大

政
奉
還
の
直
前
に
は
若
年
寄
に
ま
で
昇
進

し
ま
し
た
（
知
行
地
は
、
久
良
岐
郡
松
本

村
以
外
は
常
陸
国
）。
こ
の
書
は
彼
が
長

崎
奉
行
に
就
任
す
る
直
前
の
も
の
で
す
。

伸
び
や
か
な
墨
蹟
の
な
か
に
、
そ
こ
は
か

と
な
く
寂
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
ら
れ
る
書
で
す
。

平
成
二
二
年
度
第
四
回
の
ミ
ニ
展
示
は
、

当
館
が
所
蔵
す
る
『
神
奈
川
県
特
高
関
係

史
料
』（
二
一
四
点
）
の
中
か
ら
、
昭
和
七

年
上
海
爆
弾
事
件
に
関
連
す
る
記
録
を
紹

介
し
ま
し
た
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
は
前
年
の
満

州
事
変
に
つ
づ
き
上
海
事
変
、
関
東
軍
の

満
州
国
建
国
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す

る
抗
日
運
動
も
激
し
さ
を
増
し
た
年
で
し

た
。
こ
の
一
連
の
動
き
の
中
で
、
尹
奉
吉

（
ユ
ン
・
ボ
ン
ギ
ル
）
の
爆
弾
事
件
が
起
こ

り
ま
す
。
尹
は
、
当
時
日
本
の
植
民
地
支

配
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
の
独
立
運
動
の
た
め

に
、中
国
の
上
海
に
亡
命
し
、金
九
（
キ
ム
・

グ
）
が
団
長
を
務
め
る
独
立
運
動
団
体
「
韓

人
愛
国
団
」
に
加
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て

昭
和
七
年
四
月
二
九
日
、
上
海
の
共
同
租

界
内
日
本
人
地
区
で
行
わ
れ
た
天
皇
誕
生

日
を
祝
う
天
長
節
の
行
事
の
場
で
、
日
本

政
府
の
高
官
ら
を
爆
弾
で
殺
傷
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
事
件
後
に
内
務
省
が
作
成
し

た
「
上
海
ニ
於
ケ
ル
尹
奉
吉
爆
弾
事
件
顛

末
」
で
す
。
こ
の
中
に
は
事
件
や
尹
奉
吉

に
つ
い
て
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
は
「
其
他
尹
ノ
供
述
中
参
考
ト
ナ
ル

ベ
キ
事
項
」
と
い
う
部
分
で
、
彼
は
「
今

回
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
し
て
も
独
立
に

直
接
効
果
が
な
い
こ
と
は
満
々
承
知
し
て

い
る
が
、
た
だ
期
待
す
る
の
は
、
こ
れ
に

よ
っ
て
朝
鮮
人
の
覚
醒
を
促
し
、
更
に
世

界
に
朝
鮮
の
存
在
を
明
瞭
に
知
ら
し
め
る

こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。



松
本
喜
美
子
資
料
に
つ
い
て
は
『
公
文

書
館
だ
よ
り
』第
四
号（
平
成
一
〇
年
二
月
）

で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

後
追
加
の
寄
贈
が
あ
り
、
全
体
は
約
五
千

点
に
及
ぶ
資
料
群
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
資
料
の
整
理
が
終
了
し
ま
し
た
の
で

再
度
紹
介
い
た
し
ま
す
。

松
本
喜
美
子
氏
（
明
治
四
一
年
〜
平
成

二
一
年
）
は
、
昭
和
二
四
年
か
ら
三
七
年

ま
で
神
奈
川
県
に
お
け
る
初
の
女
性
指
導

主
事
と
し
て
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
に
勤

務
し
ま
し
た
。
昭
和
二
六
年
ガ
リ
オ
ア
資

金
に
よ
り
、
米
国
研
修
旅
行
に
参
加
、
後

に
神
奈
川
県
中
学
校
家
庭
科
研
究
会
の
発

足
に
関
わ
り
ま
し
た
。
専
門
教
科
は
家
庭

科
で
、
戦
後
の
家
庭
科
教
育
に
大
き
な
功

績
を
残
し
た
人
物
で
す
。

資
料
群
に
は
指
導
主
事
時
代
の
「
学
校

訪
問
録
」
や
家
庭
科
教
育
に
関
す
る
講
習

会
、
研
究
会
の
記
録
の
他
、
文
芸
に
関
す

る
書
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
氏
が
家
庭
科
教
育
だ
け
で
な
く
文
芸
に

も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

ま
た
、
資
料
に
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
出
版
さ
れ
た
礼
法
・
作
法
に
関
す
る

図
書
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昭
和
一
六

こ
の
展
示
で
は
、
神
奈
川
県
内
の
過
去

の
出
来
事
を
記
録
や
資
料
で
調
べ
る
方
法

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
目
当

て
の
資
料
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
神
奈
川
県
立
公
文
書

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
検

索
」
バ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

す
る
と
検
索
画
面
に
な
り
ま
す
の
で
、
調

べ
た
い
こ
と
が
ら
を
入
力
の
う
え
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ご
覧
に
な
り
た

い
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
資
料
名
や
資

料
Ｉ
Ｄ
（
十
桁
の
番
号
）
を
控
え
て
ご
来

館
に
な
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
当
館

閲
覧
室
の
検
索
機
で
は
検
索
し
た
資
料
を

も
と
に
閲
覧
申
込
書
を
印
刷
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
書
庫
の
資
料
の
場
合
、
閲
覧

申
込
書
を
受
付
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

に
催
さ
れ
た
「
開
国
百
年
祭
」
に
つ
い
て

検
索
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
同
名
の
歴
史
的

公
文
書
（
請
求
記
号
Ｂ
Ｈ
６―

６
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
資
料
を
見
る
と
、
記
念
式

典
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
企
画
さ
れ
、
実
際

に
ど
う
運
営
さ
れ
た
か
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。案

内
状
の
見
本
か
ら
式
次
第
や
開
催
場

所
が
わ
か
り
ま
す
。
来
賓
名
簿
か
ら
誰
が

招
待
さ
れ
、
誰
が
出
席
し
た
か
も
わ
か
り

ま
す
。
職
員
向
け
の
文
書
か
ら
は
式
典
で

誰
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
か
ま
で
わ

か
り
ま
す
。
当
時
の
新
聞
記
事
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
式
典
の
模
様
が
公
文
書
に
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

年
の
『
国
民
新
礼
法
手
帖
』（
朝
日
新
聞
社
）

に
は
「
国
家
に
関
す
る
礼
法
」
の
項
目
が

あ
り
、昭
和
二
七
年
の
『
新
し
い
礼
法
』（
日

本
弘
道
会
）
に
は
「
外
国
人
に
対
す
る
心

得
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
戦
争
を
挟
ん
だ
礼
法
や
作
法
の

変
遷
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
状
況
や
常
識

が
変
化
し
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
で
し
ょ

う
。他
に
も
女
性
の
立
場
や
食
文
化
、服
装
、

住
居
の
変
化
な
ど
、
礼
法
か
ら
そ
の
時
代

時
代
の
人
々
の
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
い
つ
で
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。



平
成
二
二
年
に
寄
託
さ
れ
た
新
収
資
料

群
で
、
現
在
、
整
理
の
済
ん
だ
も
の
か
ら

順
次
公
開
し
て
い
ま
す
。

伊
東
家
文
書
は
、『
葉
山
町
史
料
』（
昭

和
三
三
年
発
行
）
に
千
四
百
点
ほ
ど
の
目

録
と
一
部
の
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
寄
託
文
書
は
、
お
よ
そ
三
千
点
を
数

え
ま
す
。
年
代
は
天
正
九
年（
一
五
八
一
）

か
ら
昭
和
年
代
に
至
り
ま
す
。
名
主
、
戸

長
、
初
代
葉
山
村
・
町
長
、
県
会
議
員
、

三
浦
郡
長
な
ど
を
務
め
て
き
た
伊
東
家
お

よ
び
木
古
庭
を
中
心
と
し
た
三
浦
地
域
の

三
五
〇
年
以
上
に
及
ぶ
記
録
遺
産
が
、
大

い
に
活
用
さ
れ
、
地
域
研
究
の
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
小
田
原
北
条
氏
の

文
書
三
点
の
内
の
一
点
、
天
正
九
年
二
月

の
「
北
条
氏
規
印
判
状
」
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
文
書
は
、
他
の
北
条
氏
印
判
状
二

点
が
昭
和
五
五
年
に
葉
山
町
指
定
文
化
財

に
な
っ
た
時
点
で
は
行
方
不
明
だ
っ
た
の

で
す
が
、
幸
い
に
も
本
件
寄
託
を
仲
介
し

た
横
須
賀
市
史
編
さ
ん
担
当
者
が
調
査
中

に
文
書
群
の
中
に
紛
れ
て
い
た
の
を
発
見

し
た
も
の
で
す
。

紹
介
文
書
の
内
容
は
、
領
主
宮
下
が
闕

落
し
、木
古
庭
村
民
も
郷
中
明
け
（
逃
散
）

し
た
と
の
由
だ
が
、
何
之
郡
郷
・
権
門
不

入
之
地
で
あ
ろ
う
と
国
法
に
ま
か
せ
早
々

に
立
ち
戻
り
諸
役
に
励
む
よ
う
木
古
庭
百

姓
中
に
命
じ
た
も
の
で
す
。
差
出
人
の
北

条
氏
規
は
、
三
代
氏
康
の
五
男
で
、
永
禄

一
〇
年
以
降
、「
真
実
」
朱
印
状
に
よ
り

三
浦
郡
の
支
配
者
と
し
て
現
れ
ま
す
。
逃

亡
し
た
「
領
主
宮
下
」
は
、「
小
田
原
衆

所
領
役
帳
」
に
「
山
中
寄
子　

宮
下
弥
四

郎
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
人
返
し
令
書
は
、『
新
編

相
模
国
風
土
記
稿
』
の
木
古
庭
村
の
項
に

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

・「
鉄
道
が
か
さ
ね
た
日
々
」

　

 

一
〇
月
二
一
日
㈮
〜
一
二
月
一
八
日
㈰

・「
争
論  ―

 

裁
許
状
に
み
る
村
の
争
い ―

」

　

一
月
二
五
日
㈬
〜
三
月
二
五
日
㈰

・「
公
文
書
館
資
料
に
み
る
鳴
物
停
止
令
」

　

五
月
七
日
㈯
〜
七
月
六
日
㈬

・「
上
粕
屋
村
山
口
家
文
書
の
世
界

　
　

―
 

所
在
調
査
の
成
果
か
ら ―

」

　

七
月
九
日
㈯
〜
九
月
七
日
㈬

・「
旗
本
と
農
民
の
江
戸
時
代
」

　

九
月
一
〇
日
㈯
〜
一
一
月
九
日
㈬

・「
決
意
の
帰
国

　
　

―
 

大
正
時
代
の
東
久
邇
宮
稔
彦
王 ―

」

　

一
一
月
一
二
日
㈯
〜
一
月
二
五
日
㈬

・「
昭
和
前
期
の
分
譲
住
宅

　
　

―
 

同
潤
会
か
ら
住
宅
営
団
へ―

」

　

一
月
二
八
日
㈯
〜
三
月
三
一
日
㈯

　

―

記
録
が
歴
史
を
語
る
ま
で―

　

四
月
一
六
日
㈯
〜
三
月
三
一
日
㈯

・「
資
料
の
修
復
」

・「
歴
史
資
料
所
在
調
査
の
概
要
」

・「
古
文
書
・
私
文
書
の
整
理
か
ら
公
開
ま
で
」

・「
歴
史
的
公
文
書
の
保
存
」　

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
入
門
講
座

　

―

公
文
書
館
が
結
ぶ
過
去
、

　
　
　

現
在
そ
し
て
未
来―

（
定
員
五
〇
名
）

　

七
月
一
六
日
㈯
〜
七
月
一
七
日
㈰

・
古
文
書
解
読
中
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　
五
月
二
二
日
㈰
〜
六
月
一
九
日
㈰
の
各
日
曜
日
（
全
五
回
）

・
古
文
書
解
読
上
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　
一
〇
月
九
日
㈰
〜
一
〇
月
二
三
日
㈰
の
各
日
曜
日
（
全
三
回
）

・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　

一
二
月
四
日
㈰
（
予
定
）

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　
二
月
五
日
㈰
〜
三
月
一
一
日
㈰
の
各
日
曜
日
（
全
六
回
）

・「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

　

五
月
一
八
日
㈬
〜
九
月
三
〇
日
㈮


